平成24度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：保健予防費　目：精神保健費
	事業名:酒害相談事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　精神保健福祉センター　保健福祉担当　電話番号：058-272-111（内2252）

　　　　　　　　　　　E-mail：c22606@pref.gifu.lg.jp
	事業費

	


　要求額：　386千円（前年度予算額：386千円）
	事業内容


	１　事業の内容


  酒（アルコール）が原因によるトラブル、悩みについて相談に応じるとともに酒害に係る研修会を開催する。
　　内容：

（１）酒害相談（所外）

　　　　  アルコール問題に悩む本人及び家族等に対し、酒害相談を実施する。
　（２）酒害者等研修会

　　　　　適正飲酒及びアルコール関連問題に対する知識の普及、相談及び、断酒会の
　　　　　組織育成を実施する。
	２　所要経費


　　酒害相談事業費　　386千円

　　  
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　　３　障害のある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる
	２　これまでの取組状況


　（１）酒害相談（所外）

　　　  各圏域において断酒会の協力を得ながら地域住民の酒害相談を実施している。　　　　　

　（２）酒害者等研修会

　　　　アルコール依存症本人・家族の体験発表を中心とした研修会を開催し、本人及
び家族が自らの問題、家族の問題に直面し、問題解決の必要性を再認識するとと
もに、各地域断酒会との連携を図ることで組織の育成につなげている。
酒害相談相談者件数

	年度
	H19
	H20
	H21
	H22

	件数
	 25
	 22
	 34
	   35


酒害者等研修会参加者数

	年度
	H19
	H20
	H21
	H22

	参加者数
	　133
	　 89
	   130
	  132


	３　これまでの取組に対する評価


　（１）酒害相談について

アルコール依存症の治療には、精神科医療が必要であるが、断酒会でアルコール問題に悩む人々の相談に対応することが、アルコール依存者の回復には重要である。特にピア（仲間による）カウンセリングは有効な手段である。

（２）酒害者等研修会
　　研修会は恒例的な活動として定着しており、断酒する仲間をつなぐ場となっている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	386
	128
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	258


	要求額
	386
	128
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	258

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


